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「春の嵐」「メイストーム」について

春は、低気圧が急速に発達して、「春の嵐」「メイストーム」と呼ばれる台風並みの暴風や
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気 嵐
猛吹雪が発生しやすい季節です。

このような低気圧が予想されるときには、外出を控えて暴風に備えるなど、台風と同じよ
うに警戒が必要です。
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「春の嵐」「メイストーム」について

このような激しい現象の発生要因は、北から入り込んでくる冷たい空気と南から流れ込
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このような激しい現象の発生要因は、北から入り込んでくる冷たい空気と南から流れ込
む暖かい空気が日本付近でぶつかりあって、温帯低気圧が急速に発達するためです。

台風の場合は、台風の中心が近づくと急激に風が強まりますが、「春の嵐」をもたらす
温帯低気圧は、低気圧の中心から離れたところでも風が強く吹くため、被害の範囲が広気 気
がりやすいという特徴があります。
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「春の嵐」「メイストーム」について

「春の嵐」発生事例（平成24年4月3日～5日）

平成25年4月5日
気象庁

低気圧が急速に発達しながら日本海へ進み、4月3日21時には中心気圧が964ヘクトパス
カルと台風並みに発達。
この低気圧により山形県酒田市飛島では最大瞬間風速（※）51.1m/s、和歌山県友ヶ島で

最大瞬間風速41.9m/sを観測するなど、各地で記録的な暴風となった。

歩行中の転倒、屋根からの転落、倒木の直撃などにより多数の死傷者が出たほか、トラッ
クなどの横転事故 住宅の破損や停電 そし 交通機関の ヒなど様々な被害が発生クなどの横転事故、住宅の破損や停電、そして交通機関のマヒなど様々な被害が発生。

（毎 新聞）強風 倒れた木 直撃を受けた乗用車（毎日新聞）強風にあおられ横転した２台のトラッ
ク＝富山市の新婦大橋で２０１２年４月３日午後
１時１１分、青山郁子撮影

（毎日新聞）強風で倒れた木の直撃を受けた乗用車。
乗っていた女性２人がけがをした（一部画像を処理し
ています）＝北九州市八幡東区宮の町１で２０１２年４
月３日午後５時５分、高橋克哉撮影
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「春の嵐」「メイストーム」について 平成25年4月5日
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風の強さと吹き方
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「春の嵐」「メイストーム」について

気象情報 発表タイ グ
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気象情報の発表タイミング

東京の発表基準 強風注意報＝最大風速13m/s 暴風警報＝最大風速25m/s
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いままで内容は、政府広報オンラインの記事を元に作成しました。
http://www.gov‐online.go.jp/useful/article/201304/2.html



４月６日から７日にかけての暴風と高波
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・ 明日６日から７日にかけて急速に発達する低気圧の影響で 西日本から北日本の明日６日から７日にかけて急速に発達する低気圧の影響で、西日本から北日本の
広い範囲で非常に強い風が吹き、海は大しけとなる見込み。暴風や高波に警戒。

・ 西日本から北日本の太平洋側では、非常に激しい雨を伴い大雨のおそれ。低地の
浸水や洪水、土砂災害に警戒。浸水や洪水、 砂災害に警戒。

・ 積雪の多い地方では雪解けが進むので、低地の浸水や河川の増水、土砂災害に
警戒し、なだれにも注意。

高

低

低

4月5日9時の天気図 4月6日21時の予想天気図

海氷域
風速・風向

※矢羽の向きで風向を、羽の種類と本数で風速を表す
太い矢羽：約25m/s 長い矢羽：約5m/s 短い矢羽：約2.5m/s

7



４月６日から７日にかけての暴風と高波
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【警戒事項】【警戒事項】

＜暴風・高波＞
・ ６日は西日本から東日本にかけて南寄りの風が次第に強まり、７日には北日本で
も南寄りの風が強まる見込み。

・ 海上と沿岸部を中心に暴風となる所があるほか、広い範囲で非常に強い風が吹く
おそれおそれ。

・ 海上は、西日本は６日から大しけとなり、東日本と北日本でも７日以降大しけとなる
おそれ。

６日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）は
西日本 ２５メートル（３５メートル）
東日本 ２０メートル（３０メートル）東日本 ２０メートル（３０メートル）

の見込み。７日は、北日本を含め、さらに強まる見込み。

６日にかけて予想される波の高さは６日にかけて予想される波の高さは
西日本 ６メートル
東日本 ５メートル

の見込み。７日は、北日本を含め、さらに波が高まる見込み。の見込み。７日は、北日本を含め、さらに波が高まる見込み。

暴風や高波による交通障害に警戒。 8



４月６日から７日にかけての暴風と高波 平成25年4月5日
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【警戒事項】 つづき

＜大雨＞
・ ６日から７日にかけて、西日本から北日本では太平洋側を中心に南から暖かく湿っ
た空気が流れこんでくるため、大気の状態が不安定。

・ ６日は、西日本太平洋側から雨が強まり、西日本から東日本の太平洋側で、非常
に激しい雨を伴い、大雨となるところがある見込み。

・ ７日は北日本の太平洋側でも、大雨となるおそれ。
・ 落雷や竜巻などの激しい突風にも注意が必要。

＜融雪・なだれ＞
・ 気温が上がり、雨も降ることから、積雪の多い地方では雪解けが進む見込み。
・ 低地の浸水や河川の増水、土砂災害に警戒し、なだれにも注意

最新の気象情報は、気象庁ＨＰをご覧ください。
http://www jma go jp/jp/kishojoho/
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